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飯山市公民館
Ins tagram を
始めました。
フォローを
お願いします

団体
紹介
　飯山市公民館　℡0269-62-3342問

吹き矢教室に参加しませんか？

　スポーツ吹き矢は「呼吸法」により健康維持や介
護予防に期待効果があり、無理なく安全に楽しめま
す。飯山市公民館の社会教育関係団体「いいやま雪
国吹き矢支部」の練習を見学して、一緒にやってみ
ましょう。

【「団体紹介」へ掲載する団体を募集しています】
　より多くの市民の皆さまに社会教育関係団体の活動
を知っていただくために、今後団体紹介をしていきま
す。掲載は先着順です。掲載希望の団体は飯山市公民
館へお問合せください。

誰でも簡単にできる！

◆期日　8月15日（金）
◆時間　14:00～（開場13:30）
◆内容　式典・アトラクション・記念撮影
◆場所　飯山市文化交流館なちゅら　大ホール
◆対象　H16.4.2～H17.4.1生まれの方

　飯山市では、令和 7年度（2025 年度）はたちの
集いを開催します。はたちを迎えたお祝いの式典の
ほか、協力員の皆さんの企画・主催によるアトラク
ションを予定しています。対象者には、6月下旬に
飯山市内のご実家へ案内状を郵送しました。６月下
旬以降に飯山市へ転入された方もはたちの集いに参
加できますので、参加希望の場合は飯山市公民館ま
でご連絡ください。

お知
らせ はたちの集い開催

令和7年度（2025年度）

◆日　　時　9/4（木）、9/11（木）　18:30 ～ 20:30
◆場　　所　飯山市公民館 102会議室
◆講　　師　コネクトチャーム　髙橋昌子さん
◆定　　員　10名（応募多数の場合は抽選）
◆受 講  料　400円（2回分）
◆持 ち  物　筆記用具、（お持ちの方は）タロットカード
◆対　　象　市内在住または在勤の成人の方
◆申込締切　8月 21日（木）

※右の二次元コードまたは飯山市
　公民館へ電話でお申込ください。

はじめて学ぶタロット

　カードの意味から読み解き方まで、はじめて学ぶ方にも
わかりやすくお伝えします。

前期成人講座第2弾参加者
募集
申込先　飯山市公民館 　℡ 0269-62-3342

◆日　　時　8月26日（火）　13:30 ～ 15:00（予定）
◆場　　所　飯山市公民館　講堂（事前申込不要）
◆講　　師　みゆき営農経済センター　　　　　　
　　　　　　米穀担当　小林和文さん
　　　　　　　福島棚田振興会
　　　　　　大月清さん
◆講座内容　稲刈りから食卓に並ぶまでの
　　　　　　お米の流通（営農経済センター）
　　　　　　福島棚田の歴史と振興会の活動、
　　　　　　稲刈り体験の説明（棚田振興会）
※飯山のお米学第 2回講座は、福島棚田の稲刈り体
験を予定しています。

福島棚田とお米の流通

　お米が食卓へ届くまでの流れと、瑞穂の福島棚田
の歴史、振興会の活動を紹介します。

飯山雪国大学地域学講座「飯山のお米学」

　飯山市公民館 　℡ 0269-62-3342

　
６
月
７
日
、
晴
天
に
恵
ま
れ

た
良
き
日
に
「
冬
耳　
こ
の
惑

星
（
ほ
し
）
の
う
つ
わ
」
の
開

会
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
画
家
の
冬
耳
（
ふ
ゆ
じ
）
さ

ん
は
2
0
2
3
年
に
飯
山
市

に
移
住
さ
れ
、
創
作
活
動
を
続

け
て
お
ら
れ
ま
す
。

　
色
と
形
に
よ
る
色
面
構
成
を

主
体
と
し
た
冬
耳
さ
ん
の
作
品

は
、
風
景
や
動
植
物
な
ど
の
具

象
的
な
か
た
ち
が
取
り
込
ま
れ

な
が
ら
も
、
非
日
常
的
で
抽
象

性
の
高
い
精
神
世
界
が
表
現
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

近
年
は
、「
人
と
自
然
の
共

生
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
制
作
に

取
り
組
む
中
で
支
持
体
の
長

方
形
は
四
角
形
か
ら
不
定
形
へ

と
変
化
し
、
色
彩
は
更
に
明
度

や
彩
度
が
上
が
る
な
ど
ダ
イ
ナ

ミ
ッ
ク
な
展
開
を
見
せ
て
い
ま

す
。

　
「
冬
耳　
こ
の
惑
星
（
ほ
し
）

の
う
つ
わ
」
は
、
8
月
31
日
㈰

ま
で
開
催
し
ま
す
。
冬
耳
さ
ん

が
在
館
さ
れ
て
い
る
と
き
も
あ

り
ま
す
の
で
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

と
話
せ
る
こ
の
機
会
に
美
術
館

へ
足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

色
合
い
鮮
や
か
な
作
品
群

実施
報告

冬
耳
　
こ
の
惑
星
（
ほ
し
）
の

う
つ
わ
開
会
し
ま
し
たテープカット（写真中央が冬耳さん）

お知
らせ 学びのエリアアンケート

ご意見をお聞かせください

　学びのエリア（飯山市公民館・市立飯山図書館・
飯山市美術館・飯山市ふるさと館・いいやま女性
センター未来、飯山市文化交流館なちゅら）では、
今後の施設の在り方を検討するため、皆さまから
のご意見を募集しています。
　日頃感じていること、「この施設がこうなった
らいいのにな」という思いなど、何でもお書きく
ださい。

　飯山市公民館　℡0269-62-3342問

◆募集意見　対象施設の良い点、改善してほしい
　　　　　　点や施設に関するご意見など
◆応募方法　下の二次元コードまたは各施設窓口
　　　　　　のアンケート用紙へ記入のうえ、備
　　　　　　え付けのアンケートボックスにお入
　　　　　　れください。
◆募集締切　7 月 24日（木）
◆お問合先　市民学習支援課社会教育係
　　　　　　（飯山市公民館内）

こちらの二次元コードからも
ご回答いただけます。→
（ながの電子申請のフォーム
　が開きます）

◆日　　時　8月17日（日）
　　　　　　◇初級　　　　　　　  9:30 ～ 9:50
　　　　　　◇上級・マイスター　10:10 ～ 10:40
※検定級は初級から始まり、合格すると次回に上位の検定
が受けられます。開始時間の10分前にお集まりください。

◆場　　所　飯山市ふるさと館学習室
◆対　　象　15歳以上（中学生は除く）
◆検 定  料　300円（ふるさと館入館料含む）
◆申込方法　検定料 300円を添えて飯山市ふるさと館まで
お申込ください。事前学習用の「ふるさと検定ガイドブック」
を差し上げます。申込用紙は飯山市ホームページ内の文化
財係からも入手できます。
◆申込期間　7月 24日（木）
　　　　　　～ 8月 7日（木）
◆お問合せ　市民学習支援課
　　　　　　文化財係（飯山
　　　　　　市ふるさと館内）

第1回　飯山ふるさと検定
参加者
募集

　飯山ふるさと検定とは、飯山の自然や歴史・文化を知り、
その魅力を再発見するものです。また、問題は選択式で初
級はやさしい内容です。合格者へは認定証をお渡しします。
　過去に受検された皆さまはもちろん、初挑戦の方もぜひ！
皆さまのチャレンジを、心よりお待ちしています。

レッツチャレンジ！

　飯山市ふるさと館 ℡ 0269-67-2030　月曜休館 問

お知
らせ

　飯山市公民館 　℡ 0269-62-3342

◆練 習  日　① 7/26（土）、9/6（土）
　　　　　　　13:30 ～ 16:00
　　　　　　　② 8/2（土）、8/20（水）、8/30（土）
　　　　　　 　9:30 ～ 12:00
※ 9月以降の練習日についてはお問合せください。
◆内　　容　座学 15分、実技 2時間
◆場　　所　飯山市公民館　講堂
◆講　　師　いいやま雪国吹き矢支部の
　　　　　　吹き矢公認指導員
　　　　　　　　小林政雄さん・上野至さん
◆対　　象　飯山市内在住の高齢者男女問わず
◆定　　員　各回６～８名（応募多数の場合は抽選）
※参加無料。吹き矢用具は支部で用意します。
※いいやま雪国吹き矢支部のご見学・加入は随時受け付けています。
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ふるさと館たいけん工房④参加者
募集

◆日　時　8月 9日（土）9:00 ～ 11:30
◆場　所　飯山市ふるさと館
◆講　師　小野英子さん（ふるさと館市民学芸員）
◆対　象　市内小学校3年生以上（大人・親子も参加できます）

　申込先　飯山市ふるさと館 ℡ 0269-67-2030　月曜休館 問

◆定　　員　20名
◆参 加  費　200円
◆持 ち  物　古タオル 2、3枚
◆申込締切　8月 3日（日）

夏にさわやか！布ぞうり
夏の素足に優しいぞうりを、ご家庭の古いタオルで作っ
てみましょう！手ぬぐい（3、4枚）でも作れます！

公
民
館
活
動
に
参
加
し
て

【
常
盤
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
】

　

今
年
、
常
盤
公
民
館
副
館

長
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
鈴

木
伸
一
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

　

公
民
館
活
動
も
活
発
に
取

り
組
む
時
期
と
な
り
、
そ
の
中

で
5
月
18
日
、
第
１５
回
常
盤

ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
自
粛
さ
れ
た
こ

と
で
昨
年
久
し
ぶ
り
の
復
活
開

催
と
な
り
、今
年
は
保
育
園
児・

小
学
生
・
中
学
生
一
般
併
せ
て

59
名
の
皆
さ
ん
が
参
加
し
ま
し

た
。
保
育
園
児
は
保
護
者
の
方

と
一
緒
に
１
㌔
を
力
走
し
ま
し

た
。

　
印
象
深
か
っ
た
の
は
ゴ
ー
ル

し
た
後
に
泣
き
出
し
て
し
ま
っ

た
女
の
子
が
い
た
こ
と
で
す
。

後
で
聞
き
ま
し
た
ら
、
わ
ず
か

な
差
で
入
賞
順
位
に
入
れ
な
か

っ
た
と
の
こ
と
。
彼
女
に
と
っ

て
「
そ
れ
ほ
ど
の
意
義
」
が
あ

っ
た
の
で
し
ょ
う
。
実
際
に
は

保
育
園
児
は
参
加
者
全
員
が

メ
ダ
ル
を
も
ら
っ
た
の
で
す
が
、

表
彰
で
並
ん
で
い
る
時
の
笑
顔

と
「
写
真
タ
ー
イ
ム
！
」
で
写

し
て
も
ら
っ
て
い
る
時
も
楽
し

そ
う
で
し
た
。

　
日
頃
、
家
の
中
で
一
緒
に
生

活
し
て
い
る
と
は
い
え
、
田
ん

ぼ
の
１
㌔
コ
ー
ス
を
一
緒
に
走
っ

て
み
る
、
と
い
う
こ
と
は
貴
重

な
楽
し
い
思
い
出
に
な
っ
た
と

思
い
ま
す
。

　
小
学
生
は
低
学
年
１
㌔
と
高

学
年
１・５
㌔
の
コ
ー
ス
で
す
。

今
年
は
小
学
校
の
統
合
が
有
り

新
し
い
仲
間
と
新
し
い
学
校
で

の
生
活
が
始
ま
っ
た
ば
か
り
で

し
た
。
そ
ん
な
中
で
生
ま
れ
育

っ
た
常
盤
田
ん
ぼ
を
周
る
コ
ー

ス
で
は
、
応
援
し
て
く
れ
る
保

護
者
の
皆
さ
ん
や
近
所
の
お
じ

さ
ん
お
ば
さ
ん
た
ち
多
数
。
広

域
学
区
の
マ
ナ
ビ
ヤ
に
通
い
な

が
ら
も
地
域
の
人
達
か
ら
支
え

ら
れ
て
い
る
。
と
い
う
こ
と
を

感
じ
て
も
ら
え
た
よ
う
な
気
も

し
ま
す
。

　
中
学
生
以
上
一
般
は
大
人
4

名
。
２・５
㌔
コ
ー
ス
で
す
。
１

㌔
も
走
る
体
力
の
な
い
私
に

は
、
す
ご
い
な
あ
。
と
感
心
す

る
ば
か
り
で
す
。
欲
を
言
え
ば
、

某
テ
レ
ビ
局
の
青
山
ミ
ニ
マ
ラ 常

盤
公
民
館
　
副
館
長
　
鈴
木
　
伸
一

ソ
ン
み
た
い
に
ゲ
ス
ト
プ
ロ
が

遅
れ
出
発
し
て
参
加
者
を
ご
ぼ

う
抜
き
、
な
ん
て
こ
と
も
想
像

し
て
し
ま
い
ま
し
た
。（
笑
）

　
な
ん
に
せ
よ
、
子
ど
も
た
ち

の
楽
し
げ
な
顔
が
あ
る
限
り
、

来
年
も
頑
張
っ
て
開
催
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
公
民
館

活
動
に
限
ら
ず
積
極
的
に
地
域

活
動
に
参
加
し
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
発
展
に
寄
与
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
最
後
に
ス
タ
ッ
フ

の
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
来
年
は
館
長
と
な

り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

【
筆
者
紹
介
】

　
音
楽
好
き
、
音
楽
歴
62
年
。
吹

奏
楽
や
合
唱
の
他
に
録
音
や
撮
影
、

制
作
も
行
う
。
地
元
に
関
係
す
る

珍
し
い
曲
な
ど
を
動
画
に
編
集
し

て
「
飯
山
ド
ル
チ
ェ
」
名
義
で
ユ
ー

チ
ュ
ー
ブ
に
ア
ッ
プ
中
。

　
　
　
　
　
　
　（
常
盤
公
民
館
）

なちゅらる寄席　特別編
東京農大落語研究会６０周年記念会

お知
らせ

　飯山市文化交流館　なちゅら 　℡ 0269-67-0311 火曜休館問

　飯山で夏合宿を行った、笑点でおなじみの「立川晴の輔」ほか東京農大落研OBが大集結の落語会！！

◆期　　日　9月27日（土）　
◆時　　間　開演　13:00（開場　12:30）
◆場　　所   飯山市文化交流館なちゅら　大ホール
◆出　　演　春風亭昇りん、三遊亭ときん、春風亭柳好、
　　　　　　鏡味味千代、立川晴の輔（出演順）
◆入 場  料　【全席指定】
　　　　　　一般前売　3,500 円　　当日　4,000 円
　　　　　　高校生以下　1,500 円

シリーズ

小
菅
山
の
文
化
的
景
観
〜

〜
小
菅
の

里
及
び

【
小
菅
へ
の
入
り
口
】

　

小
菅
集
落
は
、
飯
山
盆
地

の
東
側
に
位
置
し
、
千
曲
川
河

岸
か
ら
標
高
2
0
0
㍍
ほ
ど

上
が
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。

集
落
は
小
菅
山
の
麓
、
尾
根
や

急
崖
に
囲
ま
れ
た
地
形
に
展
開

し
、
中
心
標
高
は
5
0
0
㍍
で

す
。

　
千
曲
川
左
岸
の
大
関
橋
の
た

も
と
に
、
か
つ
て
小
菅
神
社
一

の
鳥
居
が
あ
っ
た
と
さ
れ
ま
す
。

一
の
鳥
居
か
ら
小
菅
集
落
に
向

か
っ
て
い
く
と
、
関
沢
地
区
に

二
の
鳥
居
が
あ
り
ま
す
。
鳥
居

の
手
前
に
は
小
菅
神
社
の
社
号

石
柱
や
大
き
な
石
灯
篭
、
狛
犬

が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
二
の
鳥

居
が
実
質
的
な
参
道
の
入
り

口
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま

す
。
こ
こ
か
ら
小
菅
に
向
か
っ

て
急
な
坂
を
上
っ
て
い
く
と
、

仁
王
門
が
み
え
て
き
ま
す
。
こ

の
門
を
く
ぐ
る
と
集
落
に
入
り

ま
す
。
現
在
は
仁
王
門
の
右
手

側
を
車
道
が
走
っ
て
い
ま
す
が
、

本
来
は
仁
王
門
を
く
ぐ
り
ぬ
け

て
集
落
に
入
り
ま
し
た
。

　
小
菅
へ
の
入
り
口
は
こ
の
表

参
道
の
ほ
か
、
南
北
か
ら
の
参

道
も
あ
り
ま
し
た
。
南
は
神
戸

地
区
か
ら
風
切
峠
を
越
え
て
小

菅
に
入
る
入
口
、
北
は
野
沢
温

泉
村
前
坂
か
ら
北
竜
湖
東
側

を
通
る
入
口
で
す
。
こ
れ
ら
の

入
り
口
に
は
悪
霊
や
悪
疫
（
あ

く
え
き
）
な
ど
か
ら
村
を
守
る

た
め
と
考
え
ら
れ
る
石
造
物
が

建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

主催 : 農大落研６０周年実行委員会
共催 : 飯山市教育委員会
後援 : 飯山市
協力 : 飯山商工会議所

【プレイガイド】　
〇飯山市文化交流館なちゅら　7月 24日（木）発売
　取扱時間　9：00～ 17：00
　火曜休館（祝日の場合は翌平日）
〇電話予約　℡ 0269-67-0311
　7月 25日（金）予約開始
〇ネット申込（グーグルフォーム）
　7月 25日（金）予約開始
　下の二次元コードからお申込いただけます。

こちらからお申込いただけます→

小菅神社二の鳥居
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時場時場

飯
山
公
民
館

℡
６
2- 
3
3
4
2

※
市
外
局
番　
０
２
６
９

秋
津
公
民
館

℡
６
2- 

2
3
3
0

木
島
公
民
館

℡
６
2- 

0
5
5
5

瑞
穂
公
民
館

℡
６
5- 

2
5
0
1 

柳
原
公
民
館

℡
６
2- 

5
5
6
2

富
倉
公
民
館

℡
６
7- 

2
1
3
6

外
様
公
民
館

℡
６
2- 

1
０
２
９ 

常
盤
公
民
館

℡
６
2- 

3
2
0
0

太
田
公
民
館

℡
６
5- 

4
5
7
9

岡
山
公
民
館

℡
６
9- 

2
0
1
0

◇
飯
山
地
区
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ

交
流
会

　
6
月
8
日
、
長
峰
運
動
公
園

で
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
交
流
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
専
門
部
員
も
含
め
て
33
チ
ー

ム
66
名
の
選
手
が
出
場
し
、
腕

前
を
競
い
合
い
な
が
ら
楽
し
く

プ
レ
ー
し
て
い
ま
し
た
。

◇
飯
山
地
区
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
交

流
試
合

　

6
月
22
日
長
峰
多
目
的
グ

ラ
ウ
ン
ド
で
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
交

流
試
合
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
７
地
区
の
参
加
で
、
晴
天
に

も
恵
ま
れ
、
熱
中
症
の
心
配
も

あ
り
ま
し
た
が
、
無
事
楽
し
く

交
流
が
で
き
ま
し
た
。

◇
秋
津
地
区
運
動
会
開
催

　

6
月
29
日
、
恒
例
の
運
動

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は

か
ら
り
と
気
持
ち
の
良
い
晴
天

の
も
と
、
区
民
同
士
の
交
流
や

軽
め
の
運
動
で
汗
を
流
し
て
も

ら
お
う
と
、
宝
釣
り
や
メ
ド
レ

ー
リ
レ
ー
な
ど
誰
で
も
簡
単
に

楽しく交流しました

で
き
る
種
目
を
行
い
ま
し
た
。

　
最
後
に
は
参
加
者
全
員
で
大

き
な
輪
に
な
り
音
楽
に
合
わ
せ

て
手
拍
子
し
な
が
ら
「
秋
津
小

唄
」
を
踊
り
ま
し
た
。
音
楽
が

終
わ
る
と
同
時
に
大
き
な
拍
手

が
お
こ
り
、「
楽
し
か
っ
た
ね
〜
」

と
い
う
声
も
聞
か
れ
ま
し
た
。

◇
と
ん
ぼ
の
里
ま
つ
り

　
8
月
3
日
㈰

　
　
　
　
午
前
9
時
30
分
〜

　
秋
津
農
村
公
園

※
詳
し
く
は
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

◇
第
33
回
レ
デ
ィ
ー
ス
ソ
フ
ト

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　

6
月
22
日
、
第
33
回
レ
デ

ィ
ー
ス
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
参

加
し
た
6
チ
ー
ム
は
予
選
リ
ー

グ
と
、
上
位
4
チ
ー
ム
に
よ
る

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
優
勝
を

争
い
ま
し
た
。
試
合
で
は
、
円

陣
を
組
み
気
合
を
入
れ
た
選
手

た
ち
の
真
剣
な
プ
レ
ー
が
見
ら

れ
、
会
場
が
大
い
に
沸
き
ま
し

た
。
ま
た
、
今
年
も
城
南
中
吹

奏
楽
部
の
生
徒
た
ち
が
、
演
奏

で
応
援
を
盛
り
上
げ
て
く
れ
ま

し
た
。

優　
勝
：
其
綿
塔
ノ
原

白熱した試合となりました

白熱したゲームが続きました

準
優
勝
：
フ
レ
ン
ズ
上
新
田

３　
位
：
チ
ー
ム
の
ち
ゃ
か
だ

◇
お
盆
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

　
8
月
14
日
㈭

　
　
　
　
午
前
８
時
00
分
〜

　

千
曲
川
河
川
敷
A
B
グ
ラ

ウ
ン
ド

　
木
島
公
民
館

◇
第
55
回
瑞
穂
地
区
球
技
大

会
　

6
月
8
日
瑞
穂
地
区
球
技

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
会
の
結
果
は
左
記
の
通
り

で
す
。

◆
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
部

優　
勝 

：
中
組
Ａ

準
優
勝 

：
柏
尾
Ａ

３　
位 

：
関
沢

◆
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
部

優　
勝 

：
中
組

準
優
勝 

：
富
田

３　
位 

：
関
沢

◆
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
の
部

優　
勝 

：
柏
尾

準
優
勝 

：
福
島

３　
位 

：
関
沢

◇
柳
原
地
区
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ

大
会

　
6
月
29
日
、
梅
雨
の
晴
れ
間

の
も
と
、
柳
原
地
区
マ
レ
ッ
ト

ゴ
ル
フ
大
会
が
長
峰
ス
ポ
ー
ツ

公
園
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
6
集
落
か
ら
14
チ

ー
ム
、42
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

顔
を
合
わ
せ
た
者
同
士
、
コ
ー

ス
内
に
笑
い
声
が
あ
ふ
れ
て
い

ま
し
た
。

　

成
績
は
以
下
の
と
お
り
で

す
。

優　
勝 

：
南
条
A

準
優
勝 

：
南
条
B

３　
位 

：
大
川
B

◇
富
倉
地
区
第
６
回
ボ
ッ
チ
ャ

大
会

　

6
月
15
日
、
梅
雨
に
入
り

前
日
か
ら
の
雨
が
続
き
、
ム
シ

ム
シ
し
た
中
で
し
た
が
「
畳
で

ボ
ッ
チ
ャ
大
会
」
を
開
催
し
ま

し
た
。
6
チ
ー
ム
が
二
ブ
ロ
ッ

ク
に
分
か
れ
2
試
合
ず
つ
行

い
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
の
1
位
同
士

の
決
勝
戦
で
は
、
4
ゲ
ー
ム

で
勝
敗
が
つ
か
ず
、
そ
れ
ぞ
れ

1
球
ず
つ
投
げ
、
最
後
に
投

げ
た
1
球
で
勝
敗
が
決
ま
り
、

白
熱
し
た
大
会
と
な
り
ま
し

た
。

◇
「
黒
岩
山
観
察
会
」
カ
エ
ル 

の
学
校　
開
催

　

飯
山
市
公
民
館
と
共
催
し

て
、
国
の
天
然
記
念
物
で
あ
る

「
黒
岩
山
」
観
察
会
（
カ
エ
ル

の
学
校
）
を
6
月
15
日
に
実

施
し
、
外
様
内
外
の
親
子
連

れ
な
ど
19
名
の
皆
さ
ん
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

桂
池
で
バ
ス
を
降
り
、
田

村
け
ん
城
先
生
と
清
水
岩
夫

先
生
を
講
師
に
、
2
班
に
分

か
れ
、
草
木
や
花
の
お
話
を
し

て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
県
の
準

絶
滅
危
惧
種
に
指
定
さ
れ
て

い
る
モ
リ
ア
オ
ガ
エ
ル
と
、
国

と
県
の
準
絶
滅
危
惧
種
で
あ

る
ク
ロ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
が
生

息
し
て
い
る
熊
の
巣
池
を
め
ざ

し
ま
し
た
。

　
小
雨
の
降
る
中
で
し
た
が
、

モ
リ
ア
オ
ガ
エ
ル
に
は
絶
好
の

条
件
だ
っ
た
よ
う
で
、
め
っ
た

に
見
ら
れ
な
い
木
の
枝
に
産

卵
し
て
い
る
様
子
や
、
池
の
周

辺
に
産
み
付
け
ら
れ
た
た
く

さ
ん
の
白
い
ボ
ー
ル
状
の
卵
塊

と
、
池
の
底
に
産
み
付
け
ら
れ

た
黒
ク
ロ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
の

卵
塊
を
観
察
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

◇
夏
休
み
寺
子
屋

　
柳
原
公
民
館・外
様
公
民
館・

富
倉
公
民
館
共
催
で
『
夏
休
み

寺
子
屋
』
を
開
催
し
ま
す
。
み

ん
な
で
夏
休
み
帳
を
ど
ん
ど
ん

す
す
め
よ
う
！

　
7
月
29
日
㈫
・
30
日
㈬

　
外
様
公
民
館

※
詳
し
く
は
、
チ
ラ
シ
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

◇
第
35
回
常
盤
地
区
マ
レ
ッ
ト

ゴ
ル
フ
大
会
・
第
44
回
常
盤

地
区
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

　
毎
年
安
協
・
防
犯
常
盤
支
部

と
の
共
催
で
行
わ
れ
て
い
る
両

大
会
は
残
念
な
が
ら
雨
天
の
た

め
中
止
に
な
り
ま
し
た
。

　
参
加
を
予
定
い
た
だ
い
て
い

た
皆
さ
ん
、
ま
た
来
年
元
気
で

立体作品も展示できます

産卵するモリアオガエル

お
会
い
し
ま
し
ょ
う
。

◇
と
き
わ
寺
子
屋　

夏
休
み

編
　
夏
休
み
の
宿
題
を
み
ん
な
で

頑
張
ろ
う
！

7
月
31
日
㈭
・
8
月
1
日
㈮

※
詳
細
は
チ
ラ
シ
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

◇
常
盤
地
区
大
運
動
会

　

今
年
も
老
若
男
女
が
無
理

な
く
楽
し
め
る
内
容
で
行
い
ま

す
。

　
8
月
24
日
㈰

※
詳
細
は
全
戸
配
布
さ
れ
る
チ

ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◇
ラ
ン
ニ
ン
グ
教
室

　
今
年
度
も
ラ
ン
ニ
ン
グ
教
室

が
始
ま
り
ま
し
た
。
毎
週
水
曜

日
、
午
後
6
時
30
分
か
ら
城
北

小
学
校
（
旧
戸
狩
小
学
校
）
グ

ラ
ウ
ン
ド
で
8
月
27
日
㈬
ま
で

開
催
し
ま
す
。
参
加
申
込
は
、

随
時
太
田
地
区
活
性
化
セ
ン
タ

ー
で
受
付
け
て
い
ま
す
。
ま
た

教
室
当
日
受
付
も
O
K
で
す
。

◇
信
越
ト
レ
イ
ル
を
歩
こ
う

　

今
年
も
7
月
6
日
に
信
越

ト
レ
イ
ル
（
セ
ク
シ
ョ
ン
5
）

を
歩
き
ま
し
た
。
関
田
峠
か
ら

伏
野
峠
ま
で
の
コ
ー
ス
で
す
が
、

伏
野
峠
ま
で
の
ア
ク
セ
ス
道
路

大盛り上がりのパン食い競争

会場も盛り上がりました

晴天のもと、多くの人が参加しました

が
崩
落
等
で
通
行
止
め
と
な
っ

て
い
た
の
で
関
田
峠
↓
宇
津
ノ

俣
峠
↓
宇
津
ノ
俣
口
に
変
更

と
な
り
ま
し
た
。

◇
お
か
や
ま

　
　
　
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー

　

皆
さ
ん
の
自
慢
の
作
品
を

岡
山
公
民
館
に
展
示
し
ま
せ

ん
か
？

　
出
展
し
て
い
た
だ
け
る
方
は

岡
山
公
民
館
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
常
設
の

展
示
で
す
の
で
、
お
気
軽
に
お

立
ち
よ
り
く
だ
さ
い
。

時場時場問

時場時場

時場時時場時

みんなそれぞれに楽しみました

木々の中を歩きました
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図書館
ニュース

✿開館時間と休館日✿
　【開 館 時 間】
     火～金     9:30 ～ 18:00
     土・日・祝      9:30 ～ 17:00
 【休 館 日】
  月曜（祝日の場合は 翌平日 )・最終木曜
  年末年始 ・ 蔵書整理期間等

■の日は休館です

【市立飯山図書館℡0269-62-1118】

◇ 8月図書館カレンダー ◇
1 金 移動図書館車②戸狩 ･西大滝
2 土 10:30 ～おはなしひろば
3 日
4 月 休館日
5 火
6 水 移動図書館車③温井 ･秋津
7 木 10:30 絵本とわらべうたの会
8 金 移動図書館車④太田 ･富倉
9 土 10:30 ～おはなしひろば
10 日
11 月
12 火 休館日（祝日振替）
13 水 移動図書館車①北原 ･常盤
14 木 10:30 絵本とわらべうたの会
15 金 移動図書館車②戸狩 ･西大滝
16 土 10:30 ～おはなしひろば
17 日
18 月 休館日
19 火
20 水 移動図書館車③温井 ･秋津
21 木 10:30 絵本とわらべうたの会
22 金 移動図書館車④太田 ･富倉
23 土 10:30 ～おはなしひろば
24 日
25 月 休館日
26 火
27 水 移動図書館車①北原 ･常盤
28 木 月末整理休館日
29 金 移動図書館車②戸狩 ･西大滝
30 土 10:30 ～おはなしひろば
31 日

Instagram
随時更新中！

蔵書検索・予約
※予約は事前にパスワード
　の登録が必要です

移動図書館
巡回日程表

　貧困や病気などさまざまな
事情により道を踏みはずして
しまった被告人。そんな被告
人の心に寄り添った３０の名判
決を、事件の背景とともに紹
介しています。
　お地蔵さまへのお賽銭540
円を盗んだホームレスの男性
に刑務所いきを命じ、「冬の間
は服役し、来年の春に再出発
してください」と諭した裁判官
……。
　法廷に馴染みがなくても、
易しい文章で綴られているの
で、ノンフィクションの短編集
としても楽しめる、心温まる１
冊です。

河出書房新社

旬の本☆話題の本☆意外な本旬の本☆話題の本☆意外な本

らいぶらり
ブックレビュー

えほんコミュニケーターおすすめ本

　まずは、いもとようこさんの絵を見て「ほんわか」して
しまいます。
　原案は、長年学校現場で教員をされていた、宗正美子先
生の体験をふまえた作品です。いつの時代も、弟や妹が生
まれると味わう、上の子の事情や心境が描かれていて共感
します。
　小さな体と小さな心の持ち主が「だっこ」してもらうこ
とで、自分の存在と心の安心を感じられる、情緒の安定に
つながるタイミングとキッカケ作りに一役買う素敵な絵本
です。
　この本を読み終えた後には我が子を「ぎゅっ」と「だっこ」
したくなるはず。小林 洋子さん

　グリムという言葉から連想すると「厳しい、深刻な、暗
い」等々マイナスのイメージですが、この本は昔のドイツ
で語り伝えられたお話を集めてできています。怖い魔女や、
気味悪い魔法にかけられたり……。
　だけど勇気を出して魔女を倒すとステキな王子様が現れ
たり、妖精が助けてくれたり、最後は「いつまでも幸せに
暮らしました」で終わるのはプラスそのものです。
　あの有名なシンデレラにはかぼちゃの馬車が出てきます
が、ここでは出てきません。ではシンデレラはどうやって
ステキな娘に変身したの？　どんな境遇であれけっして諦
めない主人公や、欲張り過ぎて元の木阿弥という主人公も。
　改めてこの 2冊のお話の楽しさを味わってみて下さい。西尾 清子さん

『グリムのむかしばなしⅠ・Ⅱ』 ワンダ・ガアク 編・絵
松岡享子 訳　のら書店

裁
判
長
の
泣
け
ち
ゃ
う
お
説
教

長
嶺
超
輝
/
著

『しゅくだい』 宗正 美子 原案 / いもと ようこ 文・絵　岩崎書店

趣
　
味
・
実
　
用

ネ
ッ
ト
炎
上
事
例
３
０
０

小
林 

直
樹

最
新
科
学
が
教
え
る 

決
め
る
こ
と
に
疲
れ
な
い
「
決
断
疲
れ
」
を
な
く
す
習
慣

堀
田 

秀
吾

ほ
ど
よ
く
孤
独
に
生
き
て
み
る

藤
井 

英
子

恐
怖
と
パ
ニ
ッ
ク
の
人
類
史

ロ
バ
ー
ト 

ペ
ッ
カ
ム

全
国
「
武
将
印
」
徹
底
ガ
イ
ド

小
和
田 

哲
男
／
監
修

月
は
誰
の
も
の
？

Ａ
．
Ｃ
．
グ
レ
イ
リ
ン
グ

ヘ
タ
レ
人
類
学
者
、
沙
漠
を
ゆ
く

小
西 

公
大

タ
コ
・
イ
カ
が
見
て
い
る
世
界

吉
田 
真
明

専
門
医
が
教
え
る
帯
状
疱
疹

石
井 
康
多

ア
イ
ラ
ッ
プ
の
ト
リ
セ
ツ

ア
イ
ラ
ッ
プ
愛
好
会

政
治
の
米
・
経
済
の
米
・
文
化
の
米

新
谷 

尚
紀

よ
　
み
　
も
　
の

パ
ズ
ル
と
天
気

伊
坂 

幸
太
郎

ぼ
く
は
刑
事
で
す

小
野
寺 

史
宜

火
山
の
ふ
も
と
で

松
家 

仁
之

シ
ル
バ
ー
の
自
覚
な
い
ま
ま
年
は
増
え

三
浦 

明
博

桜
風
堂
夢
も
の
が
た
り
２　
時
の
魔
法

村
山 

早
紀

「
地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
」
自
衛
隊
戦
記

福

山 

隆

谷
川
俊
太
郎
の
あ
れ
や
こ
れ
や

谷
川 

俊
太
郎

大
　
活
　
字

歴
史
探
偵
昭
和
史
を
ゆ
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上
・
下

半
藤 

一
利

牧
水
の
恋　
上
・
下

俵 

万

智

見
抜
く
力

姜 

尚

中

老
人
の
美
学

筒
井 

康
隆

伊
賀
の
残
光　
上
・
下

青
山 

文
平

星
の
子

今
村 

夏
子

覆
面
作
家　
上
・
下

大
沢 

在
昌

紙
の
月　
上
・
下

角
田 

光
代

歌
川
国
芳
猫
づ
く
し　
上
・
下

風
野 

真
知
雄

九
十
九
藤　
上
・
下

西
條 

奈
加

赤
ヘ
ル
１
９
７
５　
上
・
中
・
下

重

松 

清

か
っ
て
ま
ま　
上
・
下

諸
田 

玲
子

検
事
の
信
義　
上
・
下

柚
月 

裕
子
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外
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常
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史

太
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岡
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歴
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飯
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歴
史

飯
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史

い
い
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飯
山
の
歴
史

飯
山
の
社
会
教
育

秋
津
の
歴
史

木
島
の
歴
史

瑞
穂
の
歴
史

柳
原
の
歴
史

富
倉
の
歴
史

外
様
の
歴
史

常
盤
の
歴
史

太
田
の
歴
史

岡
山
の
歴
史

飯
山
の
歴
史

飯
山
の
歴
史

い
い
や
ま

えほんコミュニケーター

えほんコミュニケーター

▲第２期講座がスタートしました！

い
い
山 

え
ほ
ん
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
タ
ー

第
２
期　
養
成
講
座  

開
講
式

　

６
月
29
日
、
絵
本
で
育
て
る

ま
ち
づ
く
り
事
業
「
第
２
期
い
い

山
え
ほ
ん
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
タ
ー
養

成
講
座
」
の
開
講
式
、
お
よ
び

第
１
回
講
座
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　
こ
の
講
座
は
、
絵
本
の
読
み

聞
か
せ
方
や
紙
芝
居
の
演
じ
方
、

お
は
な
し
会
の
企
画
方
法
な
ど

　

を
学
び
、
市
内
で
読
み
聞
か
せ

活
動
を
行
う
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
タ
ー

を
養
成
す
る
も
の
で
す
。
第
２
期

生
も
、
定
員
を
大
き
く
上
回
る

19
名
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　

講
師
は
、
清
泉
大
学
短
期
大

学
部
教
授
で
絵
本
専
門
士
で
も

あ
る
、
塚
原
成
幸
先
生
で
す
。

　
「
絵
本
の
魅
力
再
発
見
」
と
題

し
た
第
１
回
講
座
で
は
、
絵
本

『
は
じ
め
て
の
お
つ
か
い
』(

福
音

館
書
店)

な
ど
を
例
に
挙
げ
な

が
ら
、
絵
を
吸
い
取
る
よ
う
に
読

む
子
ど
も
の
視
点
や
、
絵
に
込
め

ら
れ
た
作
者
の
想
い
な
ど
を
、
わ

か
り
や
す
く
解
説
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

本
講
座
は
11
月
ま
で
、
全
６

回
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。

読書感想文コンクール課題図書
　今年度も読書感想文コンクールの課題図書が選定されました。
　課題図書とは、新しく出版された図書の中から、専門家の方々が学年ごとに選んだ図書で、
小学生から高校生までが対象です。
　コンクールは『青少年読書感想文全国コンクール』と『長野県読書感想文コンクール』
があり、それぞれの課題図書はすべて貸出が可能です。併せて【読書感想文の書き方】の
図書もご利用ください。

「おでかけおはなし会 in 花の駅千曲川」開催

　絵本で育てるまちづくり事業

いい山えほんコミュニケーターの おでかけおはなし会
ひんやり涼しい「蔵」の中で、ちょっぴり怖～いおはなしはいかが？

【絵本の自由閲覧】10:00～14:00　　詳しくは図書館HP、インスタグラムで♪

　6月14日に「いい山えほんコミュニケーター
によるおでかけおはなし会」が道の駅花の駅
千曲川にて開催されました。紙芝居や絵本の
読み語りのほか、来場者と一緒にできる
簡単な手遊びもあり、大人も子どもも楽
しめる内容でした。また、図書館から持
参した絵本を親子でゆっくりと閲覧して
いる様子もみられました。
　当日は朝から雨が降るなか、150 名を超える方々にご来場いただき
ました。ありがとうございました。
　次回は、8月 10日（日）テラマチマルシェにて、おでかけおはなし
会を開催予定です。ひんやりした蔵の中で、おはなし会と絵本の自由
閲覧を予定しています。ぜひおいでください。

▼雨のなか、大勢の来場者が

えほんコミュニケーターおすすめ本

『しゅくだい』 宗正 美子 原案 / いもと ようこ 文・絵　岩崎書店

場 所：高橋まゆみ人形館 ふれあいスペース
日 時：8月 10日（日）① 10:30　② 11:30　③ 13:00（各回 20分程度）


